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新抗生物質SF-837(ミ デ カマ イシン)に よる化膿性皮膚疾患 の治 療
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昭和46年 夏季を中心 として,新 マ クロライ ド系抗生

物質SF837に よ り,各種の化膿性皮膚 疾患を治療 して,

見 るべ き成果 を挙げたので,同 時に 行なつた病巣分離菌

に対す る本 剤のMIC測 定結果 とと もに,こ こに報告す

る。

臨 床 成 績

症例 としては,前 記期 間中,当 病院外来を訪れ た膿皮

症患 者に対 して,本 剤 を投 与 し,か つ,そ の経過観察 の

充分だつた ものを採用 した。今 回採用 した症例は27例

で,そ の内訳は,季 節の関係で膿痂 疹が多 く12例 を 占め,

次いでcoagulase陰 性 ブ菌 による多発性毛嚢炎 の6例,

各種2次 感染の3例,〓 腫症2例,そ の他 としては〓 疽

お よび炎疲性粉瘤の 各1例 であつ た。各 症例は原則 とし

てそれぞれ の起炎菌に 対す る本剤 のMICを 測定 した。

症例の年 令は4才 か ら48才 に お よぶが,膿 痂疹患者

は当然なが ら小児に限 られ,多 発性毛嚢炎は青年期患 者

に多か つた。

投 与量は成人で1日 6cap.,小 児で1日 3cap.を 原

則 とした。

投 与期間は3日 か ら 玉7日 までさ まざ まで あつ た。効

果 が確認で きるまで投 与 したので,無 効例は一般 に投 与

期間 が長 くなつたが,1例,〓 腫 症の患者では,次 々発

症 して来 るために3日 で打切 り,他 剤 と切 り替 えた。そ

れ に対 して,著 効例は効果 の発現 が速やかであつ たため,

すべ て投 与期 間が短かかつた。

効果 の判定は主 として主観 的な印象に よつ た。す なわ

ち,短 期 間に顕著 な症状 改善 をみた ものを著効,そ れ ほ

ど急速 ではないが,着 実 に症状改善を示 した も の を 有

効,症 状 改善せず,ま た は新 発疹の生 じた ものを無効 と

した。

臨床成績 は第1表 に,そ の症 例別明細は第2表 に まと

めて記載 した。

これ らの表 について,註 解 を加え ると,皮 膚化膿症 の

最 も原則的 な疾 患 として は〓 があ り,こ れに対す る抗 生

剤 の治効が薬 剤効果判定で は基 準 として の性格 を有す る

よ うに思われ る。それに対 して,多 発性 毛嚢炎はcoagu -

lase陰 性 ブ菌 に よるものが多 く,感 染症 として の性格 の

他に毛孔閉鎖,皮 脂分泌等 の他の要因が加わつ ているた

めに,や や もす れば無 効 の結果 とな りやすい。

今 回の治験 では〓は2例 中2例 ともにそれぞれ5～6

日間投与 で有効であつた。それ に対 して多発性毛嚢炎で

は無効症例 がめだつ。 また,〓 腫症 は細菌 の要因 の他に,

個体 の感染 に対す る抵抗 もなん らか 関与 してい るとすれ

ば,や は り抗生物質の効果 の充分 な発現 はむず か し く,

今 回の治験 において も2例 とも無効 に終 つた.

小児 の膿痂 疹はそれに対 して,薬 剤 の効果 制定に とつ

て極め て便利 な症例 で あ つ て,抗 生物質 の投 与に よ り

3,4日 の うちに病 巣面 の乾燥を きた した ら著 効 と考えて

よい。有効例 ではその程度の期間では充分 な ビラン面の

乾燥は達せ られ ない。今 回の治験では12例 中12例 と

もに有効で,着 実 な効果 がみ とめ られた。 この ことか ら

本剤はそ うと う有効 な薬剤 であ ることがみ とめ られ た。

今 回の治験でめだつ のは2次 感染に対 して本剤 が3例

ともに著効を呈 した ことで,リ ンパ腺炎の発熱 は投 与に

よ り急 速に低下 をみた ことで あ る。

本剤 の投 与に よ りと くに副作用 はみ とめ ら れ な か つ

た。

起炎菌 に対す るMICと 本剤 の臨床効果 との関係 は必

ず しも併 行せず,多 発性毛嚢炎で は ことにそれが乱れ て

い るのは,本 疾患 が単な る感染症 でない ことを裏付 けて

い る、〓 の場 合に も耐性菌で も有効 なのは発疹部位 の深

浅や排膿 の時期 の遅速に関係 している ものであ ろ う。

表1
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病巣 分離 プ菌に対す る本剤 のMIC

比較 的新 し く分離 した病巣由来 ブ菌52株(う ちcoa-

gulase 陽 性40株,coagulase 陰性12株),209P株2

株(2株 はそれぞれ別 の施 設か ら供与)に 対 す る本剤 の

MICを 化療標準法 で測 定 した結果は,図1の とお りで,

その ピークは1.56mcg/mlで あつた。これ は培 地のpH

を7.4と して 測 定を 行なつ たが,同 じ く,接 種菌液 を

100倍 に希釈 して行 な うと,そ の うちの一部 の菌 のMIC

は 位78お よび 0.39mcg/ml に低下 した。

209P 株は1.56mcg/mlのMIcで あつ た。

100mcg/ml 以上 の株が,coagulase 陽性,陰 性株 と

も,そ れぞれ3株 ず つ認め られ た。

結 語

新 マ クロ ライ ド系抗生物質SF-837を27例 の皮膚 化

膿 症患 者に投与 した結 果,著 効4,有 効17,無 効6例 の

結 果 となつた。 なかで も膿 痂疹患者に対 しては12例 す

表 2

図1　 ブ菌MIC分 布(pH7.4)化 療標準法
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べ てに有 効であ り,2次 感染症 例には3例 すべ てに著 効

で あつ た。多発性毛嚢炎 では無効 例が多かつ たが,こ れ

は疾患 の性格上 やむを得 ない面 もあつた。

病巣分離 ブ菌 に対す る本剤 のMICは1.56 mcg/mlの

ものが多数 を占めた。

以上か ら,本 剤は,そ の副作用 の少ない事実 とともに,

化膿性皮膚疾患 に対 してはそ うとう期 待を持て る薬剤 で

あ ろ うと考 える。

図2 ブ菌MIC分 布(pH7.4)100倍 希釈菌液

接種
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Abstract 

SF-837, a new macrolide antibiotic, was administered orally at the dose of 600•`1,200 mg per day to 

27 cases of suppurative dermal infection. The results were obtained as follows: remarkably effective 

in 4 cases, effective in 17 cases, and ineffective in 6 cases. 

The antibiotic was effective in all 12 cases of impetigo, while it was mostly ineffective in multiple

folliculitis. 

The MIC of SF-837 was measured on 52 strains of Staphylococcus isolated from lesion and 2 strains 

of 209P strain and it centered mostly to 1.56 mcg / ml, whereas 6 strains demontsrated>100 mcg / ml.


